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こ
の
冬
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行

し
た
。
新
し
い
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
が
次
々
に

開
発
さ
れ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
治
療

は
、
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い

る
。
一
方
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
ほ

と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
流
行
性
角
結
膜
炎
も
流

行
し
て
い
た
。
は
や
り
目
と
言

わ
れ
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
で
接
触
感
染
す
る
疾
患
で
あ

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
だ
が
、

は
や
り
目
に
特
効
薬
は
な
く
、

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
手
洗
い
な

ど
を
指
導
す
る
し
か
な
い
。

な
ぜ
、
は
や
り
目
の
特
効
薬

は
開
発
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う

か
？　

は
や
り
目
は
命
に
関
わ

る
病
気
で
は
な
い
し
、
時
間
が

経
て
ば
失
明
す
る
こ
と
も
な
く

必
ず
治
癒
す
る
。
だ
か
ら
、
製

薬
会
社
に
と
っ
て
は
、
莫
大
な

開
発
費
を
使
っ
て
ま
で
、
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
を
つ
く
る
意
義
が
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
は
や
り
目
が
ひ
ど

く
な
る
と
両
眼
に
角
膜
び
ら
ん

を
生
じ
、
患
者
さ
ん
は
目
の
痛

み
に
ず
っ
と
耐
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
後
遺
症
が
出
る
こ

と
も
あ
る
。
医
師
と
し
て
は
、

治
し
て
あ
げ
た
く
て
も
治
す
方

法
が
な
く
、
た
だ
時
が
過
ぎ
て

自
然
治
癒
す
る
の
を
待
つ
し
か

な
い
。
仕
方
の
な
い
こ
と
だ

が
、
痛
が
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

を
前
に
何
も
で
き
な
い
の
は
、

と
て
も
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に

な
る
。

何
と
か
し
て
、
は
や
り
目
の

特
効
薬
が
で
き
な
い
も
の
か
と

思
い
な
が
ら
、
今
日
も
患
者

さ
ん
に
感
染
防
止
の
指
導
を

す
る
。

３
月
24
日
（
日
）

ホ
テ
ル
金
沢
に
お
い

て
、
石
川
県
保
険
医

協
会
第
45
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

は
じ
め
に
昨
年
３

月
の
総
会
以
降
に
亡

く
な
ら
れ
た
８
人
の

会
員
へ
黙
祷
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
大
平
政
樹
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
例
え
ば

「
幸
福
度
」
を
み
れ
ば
年
々
悪

化
し
て
い
く
わ
が
国
の
現
状
を

指
摘
さ
れ
、
保
険
医
協
会
と
し

て
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
言

及
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

会
議
長
の
選
出
に
移
り
、
み

や
し
た
歯
科
医
院
の
宮
下
修
先

生
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

ま
ず
小
川
滋
彦
副
会
長
よ
り

議
案
書
に
沿

い
、
2
0
1
8

年
度
活
動
報
告

と
2
0
1
9

年
度
活
動
方

針
案
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度

活
動
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
と
し
て
、

歯
科
部
主
催
の

食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
講
演
会
で

1
6
0
人
を
超

え
る
参
加
者
を

集
め
た
こ
と
か

ら
、
関
心
が
集

ま
る
テ
ー
マ
の

「
受
信
力
」
の

必
要
性
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度

の
活
動
方
針
案

と
し
て
は
、
昨

年
末
の
い
わ
ゆ
る
「
妊
婦
加
算

凍
結
問
題
」
か
ら
、
患
者
定
率

負
担
の
問
題
を
患
者
・
県
民
に

周
知
す
べ
き
で
あ
る
と
の
言
及

が
あ
り
ま
し
た
。

「
2
0
1
8
年
度
決
算
報
告
」

は
牛
村
繁
理
事
よ
り
、
そ
し
て

会
計
監
査
報
告
は
大
平
三
四
郎

監
事
よ
り
行
わ
れ
、
良
好
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
「
2
0
1
9
年
度
予
算

案
」
の
提
案
が
牛
村
繁
理
事
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
出
席

し
た
会
員
か
ら
は
特
段
の
疑
義

も
な
く
、
以
上
の
議
案
は
満
場

一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
「
役
員
改
選
」
の

提
案
が
大
川
義
弘
副
会
長
よ
り

行
わ
れ
、
会
長
に
三
宅
靖
先
生

が
就
任
さ
れ
、
会
長
を
退
任
さ

れ
た
大
平
政
樹
先
生
は
顧
問
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
理
事
に

は
種
市
靖
行
先
生
と
野
口
晃
先

生
が
就
任
さ
れ
、
服
部
真
先
生

と
西
川
忠
之
先
生
が
理
事
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
「
総

会
ア
ピ
ー
ル
」
の
提
案
が
平
田

米
里
副
会
長
よ
り
行
わ
れ
、
両

提
案
と
も
に
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
、
滞
り
な
く
総
会
は
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

特
別
功
労
者
の
表
彰
が
あ

り
、
当
日
ご
参
加
の
５
人
の
30

年
在
籍
会
員
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
先
生
方
か
ら
は
「
私
に

と
っ
て
保
険
医
協
会
と
い
う
の

は
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
。
休
業

時
に
も
保
険
医
協
会
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
た
」「
発

行
物
も
目
を
通
す
よ
う
に
し
て

お
り
、
保
険
医
協
会
の
考
え
に

は
賛
同
し
て
い
る
」「
狭
く
な

る
視
野
を
広
げ
て
も
ら
え
る
。

役
員
も
大
変
か
と
思
う
が
、
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
三
宅
靖
新
会
長
、
種
市

靖
行
新
理
事
、
退
任
さ
れ
た
大

平
政
樹
会
長
、
服
部
真
理
事
、

西
川
忠
之
理
事
の
あ
い
さ
つ
で

終
会
と
な
り
ま
し
た
。

第45回定期総会

理事　打出　喜義（金沢市・婦人科）

三宅靖先生が会長に就任
新執行部で2019年度がスタート

退任あいさつに立つ大平政樹会長
今総会にて会長を退任し、顧問に就任新任あいさつに立つ三宅靖新会長

議長に選任された宮下修先生

活動報告・活動方針案を提案する小川滋彦副会長

会計監査報告をする大平三四郎監事

総会アピールを提案する平田米里副会長

決算報告・予算案を提案する牛村繁理事

役員改選の提案をする大川義弘副会長

岡本力先生

星野伸也先生 高橋三郎先生

四日剛太郎先生 宮下修先生（写真右）

30年在籍会員
として

表彰された
先生方

新
任
・
退
任
あ
い
さ
つ
は
２
面　
記
念
講
演
は
4
面
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このたび大平前会長の後を引き継ぎ、石
川県保険医協会会長を拝命いたしました。
石川県保険医協会は「保険医の生活と権利

を守り、国民医療の向上を目指す」ことを目的に1975年に設立され
ました。

近年、保険医を取り巻く環境は大きく様変わりしています。診療
報酬は改定のたびに複雑になり、マイナス改定が繰り返されていま
す。さらには患者負担増や消費税が保険医療機関の経営に打撃を与
え続けています。また超高齢社会となり、複数疾患を持ち介護を要
する患者さんが増え、歯科を含めた複数科との連携、地域の病院と
の医療連携のみならず介護、福祉あるいは行政も含めた多職種との
連携が不可欠になっています。

これに伴い協会活動もより幅広いものになっていますが、いかな
る場合でも現場を第一に考えるというスタンスは常に保ち続けたい
と思っています。各種講演会などでも実臨床に即した題材を取り上
げたいと考えています。診療報酬をはじめ各種医療制度への対応で
も、それらの正しい理解のための支援をすることは当然ですが、そ
の上で現場からの声を拾い上げて不合理是正に取り組み、より良い
医療制度、そしてさらには全ての国民にとって住みやすい社会の実
現を目指して今後もたゆまぬ努力を続けていく所存です。

私は福島県郡山市にて整形外科診療所を開
業していましたが、原発事故の問題があり
2016年末に石川県に移住してきました。そし

て、昨年 6 月よりご縁があり社会福祉法人佛子園の経営する、白山
市のB's Clinicという診療所にお世話になっております。

移住した当初より、「原発・いのち・みらいプロジェクト」にも
参加させていただいてきましたが、今回クリニックの管理者となっ
たことで、正式に石川県保険医協会に入会させていただきました。
入会して間もなく、事務局の方から理事就任を打診され私で良いの
か悩みましたが、元福島県民としては原発問題を積極的に取り上げ
がんばっていただいている石川県保険医協会のお力になれれば幸い
と思い、お受けすることとしました。至らぬ点もあるかと思います
が、どうぞよろしくお願い申し上げます。

今回の定期総会をもって、退任させてい
ただくことになりました。協会には30年に
わたり会員として在籍してきました。思え

ば、あっという間の時の流れだったような気もします。
「人生は短く芸術は長し」とは、ヒポクラテスの言葉ですが、

実はこの「芸術」とは原意は医術を指したものでした。それほど
人の命を救う医術の道は長く、どれだけ学んでも時間が足りな
い。そうヒポクラテスは言いたかったようです。今一度噛みしめ
たい言葉です。

その医術の恩恵を国民すべてに等しく行き渡らせたい。そのた
めに協会は今日も歩み続けています。新会長の下、協会がさらな
る発展を遂げていくことを心より願っております。会員の皆さま
には、これまで協会活動に多大のご理解とご協力を賜り、心より
お礼を申し上げます。会員と共に歩む協会。その姿を信じて、退
任の言葉といたします。

第 45回定期総会　フロアから出された意見
◆一昨年ＩＣＡＮがノーベル平和賞を受賞し、昨年には核戦争を防止する

石川医師の会も30周年を迎えた。世話人として、保険医協会の会員の先生方
のご協力に心より感謝申し上げる。

開業医宣言にあるように医師の社会的責任を果たすことは極めて重要であ
る。核兵器禁止条約が制定され、批准国は22カ国で、これが50を超えると正
式に発効することになるが、日本政府は未だ背を向けている。

ぜひ日本もこれに参加できるように医師の責任を果たしていきたいと思っ
ている。また、保険医協会の会員の先生方にも核戦争を防止する石川医師の
会に参加する取り組みをお願いしたい。

有限会社ヒポクラテス　会社概要

3 月 24 日付の石川県保険医協会の役員交代に伴い、「有限
会社  ヒポクラテスの取締役及び監査役選任に関する内規」
に基づき、代表取締役を大平政樹前会長より三宅靖新会長に
交代し、小川滋彦副会長が新たに監査役に就任しました。

　　　　　　　　　　　　 記

一、設立年月日　　1995 年 9 月 1 日

二、所在地
金沢市尾張町 2 丁目 8 番 23 号
                                太陽生命金沢ビル 8 階

三、役　員　

代表取締役　三宅　　靖（石川県保険医協会会長）新任

取　締　役　小島　　登（　　〃　　経営・共済部長）

取　締　役　牛村　　繁（　　〃　　財政副部長）

取　締　役　工藤　浩司（　　〃　　事務局長）

監　査　役　小川　滋彦（　　〃　　副会長）新任

四、取り扱い業務
①損害保険代理業、②生命保険の募集に関する業務、③
医薬品、医療機器、医療用消耗品、化粧品の販売斡旋、
④特別管理産業廃棄物の処理業務の斡旋、⑤電気通信機
器の販売、⑥図書の販売、⑦出版及び印刷業、⑧前各号
に附帯関連する一切の業務

会長就任にあたって
三宅　靖（金沢市・内科）

会長退任にあたって
大平　政樹（金沢市・外科）

理事就任にあたって
種市　靖行（白山市・整形外科）
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線
量
を
３
分
の
１
に

過
小
評
価

伊
達
市
民

被
曝
線
量
分
析

保
険
医
協
会
で
は
原
発
・
い

の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
と
し
て
、
市
民
公
開
講

演
会
を
年
２
回
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
会
内
学
習
と
し
て
内
部

勉
強
会
を
不
定
期
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
２
月
28
日
（
木
）、

第
６
回
内
部
勉
強
会
に
講
師
と

し
て
お
招
き
し
た
の
は
、
金
沢

大
学
人
間
社
会
研
究
域
学
校
教

育
系
教
授
の
土
井
妙
子
先
生

で
す
。

土
井
先
生
は
福
井
市
生
ま

れ
。
音
楽
大
学
出
身
で
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
を
専
攻
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
卒
業
後
は
埼
玉

で
中
学
校
の
音
楽
教

員
を
１
年
間
さ
れ
た

後
、
東
京
学
芸
大
学

大
学
院
、
一
橋
大
学

大
学
院
で
環
境
問
題

を
学
ば
れ
、
２
０
０

６
年
に
金
沢
大
学
教

育
学
部
へ
、
２
０
１

１
年
か
ら
教
授
に
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
井
先
生
の
水
俣
病

な
ど
の
公
害
教
育
の

仕
事
を
拝
見
し
、
足

で
歩
く
地
道
な
お
仕

事
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
は
、
土
井
先
生
が
現
在
頻

繁
に
通
わ
れ
て
い
る
福
島
や
視

察
に
行
か
れ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
に

つ
い
て
、
現
地
の
状
況
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
、

伊
達
市
民
の
放
射
線
被
曝
線
量

を
分
析
し
た
「
宮
崎
・
早
野
論

文
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
す
。
中

通
り
の
北
部
、
飯
舘
村
に
隣
接

す
る
伊
達
市
で
は
、
個
人
線
量

計
で
あ
る
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を

２
０
１
１
年
は
中
学
生
以
下
と

妊
婦
に
、
２
０
１
２
年
か
ら
１

年
間
は
全
市
民
（
約
６
万
人
）

に
配
布
し
、
個
人
の
累
積
線
量

を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
デ
ー

タ
を
使
っ
て
個
人
線
量
と
航
空

２月よりご協力をお願いしている標記の
署名は、４月25日（木）の保団連国会行動
にて提出します。
お手元に署名用紙がある場合は、１筆で
も構いませんので４月19日（金）までにお
送りください。

会員の先生方へ
消費税10％の10月実施の
中止を求める請願署名を

お送りください

消費税10％の10月実施の
中止を求める請願署名を

お送りください

機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
空
間

線
量
率
と
の
関
係
を
示
し
、
生

涯
の
個
人
線
量
と
除
染
の
効
果

を
検
証
し
た
の
が
「
宮
崎
・
早

野
論
文
」
で
す
。
伊
達
市
で
は

空
間
線
量
が
高
い
場
所
で
も
実

際
の
被
曝
は
少
な
い
、
低
線
量

の
地
区
で
は
除
染
の
効
果
が
な

い
と
い
う
よ
う
な
結
論
に
な
っ

て
い
ま
す
。

線
量
を
３
分
の
１
に

過
小
評
価

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
と
い
う
不
確

実
な
測
定
機
器
を
使
っ
て
被
曝

量
を
推
定
し
、
被
曝
量
が
い
か

に
少
な
い
か
を
無
理
矢
理
論
文

に
す
る
と
い
う
現
実
に
、
原
発

問
題
の
複
雑
さ
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
同
意
し
て
い
な
い
約

２
万
７
千
人
の
デ
ー
タ
も
利
用

し
て
い
た
こ
と
、
個
人
の
被
曝

線
量
を
３
分
の
１
に
過
小
評
価

し
て
い
た
事
実
を
執
筆
者
も
認

め
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
倫
理
委
員
会
へ

の
承
認
申
請
前
に
研
究
を
開

始
・
発
表
し
て
い
た
こ
と
、
そ

れ
が
学
位
論
文
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
・

が
ん
疑
い
は
、
報
告
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
２
０
７
人
で
す
が
、

実
際
は
も
っ
と
多
く
な
る
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
福
島

原
発
事
故
に
し
て
も
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
し
て

も
、
国
と
し
て
事
故
を
消
し
去

る
方
向
に
動
い
て
い
る
中
、
土

井
先
生
が
現
在
企
画
さ
れ
て
い

る
原
発
・
放
射
能
に
つ
い
て
の

教
科
書
出
版
は
、
福
島
原
発
事

故
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
、
国

民
を
覚
醒
さ
せ
、
未
来
あ
る
地

球
を
救
う
一
撃
に
な
る
で

し
ょ
う
。

福
島
県
は
、
２
０
４
０
年
ま

で
に
県
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量

を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
と
言
い
ま
す
。
福
島
県
の

取
り
組
み
が
原
発
に
頼
ら
な
い

国
づ
く
り
の
見
本
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
井
先
生
の
核
心
を
捉
え
た

主
張
に
接
し
、
私
た
ち
も
気
持

ち
新
た
に
着
実
な
歩
み
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
土
井
先
生

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど

で
児
童
虐
待
の
話
題
が

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
短
期
間
に
複
数

の
幼
い
命
が
理
不
尽
に

も
奪
わ
れ
る
と
い
う
事

態
で
あ
り
、
政
府
も
関
係
機
関
の
連

帯
強
化
と
警
察
の
早
期
介
入
の
確
認

を
行
っ
た
。
と
い
っ
て
も
こ
れ
ら
は
こ

れ
ま
で
の
対
応
を
さ
ら
に
密
に
す
る

と
い
う
内
容
で
特
に
目
新
し
い
も
の

で
は
な
い
。
急
迫
不
正
の
侵
害
に
よ

り
危
機
に
瀕
し
て
い
る
幼
い
命
を
保

護
す
る
こ
と
に
異
論
の
余
地
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
被
虐
待
児
を
虐
待
者

か
ら
引
き
離
し
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で

事
足
り
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ

と
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。

児
童
虐
待
が
起
き
る
原
因
は
複
雑

で
あ
り
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ま
ず
虐
待
者

の
約
６
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
母

親
の
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
て
み
た

い
。
虐
待
者
が
そ
の
小
児
を
保
護
す

べ
き
母
親
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
の
母
親
に
対
し
て
は
強
い
非
難
が

向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、

全
て
の
責
任
を
虐
待
者
個
人
の
資
質

に
帰
す
る
も
の
と
し
て
も
問
題
の
解

決
に
は
な
る
ま
い
。

子
育
て
世
代
の
賃
金
は
非
正
規
雇

用
増
加
な
ど
の
労
働
環
境
の
変
化
の

影
響
も
あ
り
総
じ
て
低
水
準
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
共
働
き
が
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
子
育
て

や
家
事
労
働
は
女
性
が
主
体
的
に
担

う
も
の
と
い
う
考
え
が
依
然
と
し
て

根
強
く
あ
る
。
こ
の
た
め
多
く
の
母

親
が
経
済
的
、
時
間
的
、
そ
し
て
精

神
的
に
余
裕
の
な
い
状
態
に
追
い
込

ま
れ
疲
弊
し
て
い
る
。
そ
こ
に
何
の

サ
ポ
ー
ト
も
無
く
、
家
庭
と
い
う
密

室
の
中
で
母
親
が
孤
立
を
深
め
る
こ

と
に
な
れ
ば
一
歩
間
違
え
る
と
虐
待

に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

も
と
も
と
人
類
は
群
れ
を
形
成
し

て
生
活
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
中
で
子
育
て
も
行
わ
れ
て
い
た
に

違
い
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
現
代
社

会
に
お
い
て
も
母
親
一
人
が
子
育
て
の

す
べ
て
を
背
負
う
こ
と
の
方
が
よ
ほ

ど
不
自
然
な
の
で
あ
る
。
父
親
の
協

力
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
社

会
全
体
が
連
携
し
て
母
親
を
物
心
両

面
か
ら
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
幼
い
命
を
守
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
社
会
資
源

の
投
入
に
躊
躇
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

社
会
全
体
で

　
　 支
援
体
制
構
築
を

社
会
全
体
で

　
　 支
援
体
制
構
築
を

児 

童 

虐 

待
講師の土井妙子先生

第
６
回
内
部
勉
強
会

第
６
回
内
部
勉
強
会

理
事

　武
藤

　一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

「
宮
崎・早
野
論
文
」の

　
　
　
　
　
　問
題
点

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その54

シリーズ

原発・いのち・みらいプロジェクトメンバーと意見交換
を行った（２月28日・保険医協会会議室）

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
が
大
切
な
手
順
。
白
４
に
黒
５

か
ら
７
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
４
は
白
３
で

白
生
き
。
黒
３
で
先
に
５
は
白
７
黒
３
白
イ

で
失
敗
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
５
二
竜
☖
３
一
玉
☗
３
二
角

成
☖
同
馬
☗
４
三
桂
☖
同
馬
☗

２
二
歩
成
ま
で
７
手
詰
。

〈
解
説
〉
馬
の
守
り
が
強
力
で

す
。
３
手
目
☗
３
二
角
成
が
好

手
で
す
。
☖
同
馬
と
取
ら
せ
て

次
の
☗
４
三
桂
が
決
め
手
で
、

☖
同
馬
に
☗
２
二
歩
成
で
ピ
ッ

タ
リ
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

2
＋
4
で
、答
え
は「
6
」

（
問
題
10
面
）
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３
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
ホ
テ
ル
金
沢
に
お
い
て

「
沖
縄
を
め
ぐ
る
現
状
と
歴
史

を
知
る
」
と
題
し
、
仲
里
尚
実

先
生
（
沖
縄
県
保
険
医
協
会
会

長
）
と
瀬
長
和
男
さ
ん
（
沖
縄

県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
事
務

局
課
長
）
の
お
二
人
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
総
会
記
念
講

演
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
数

は
80
人
で
あ
っ
た
。
当
協
会
で

は
２
０
１
７
年
11
月
に
有
志
に

よ
る
辺
野
古
視
察
ツ
ア
ー
を
実

施
（
本
紙
２
０
１
８
年
１
月
号

に
ツ
ア
ー
参
加
者
に
よ
る
座
談

会
を
掲
載
）
し
た
が
、
そ
の
際

に
今
回
の
講
師
の
お
二
人
と
お

会
い
し
た
。

人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
侵
害

仲
里
先
生
の
講
演
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
前
の
沖
縄
の
歴
史

か
ら
説
明
が
始
ま
っ
た
。
大
戦

で
沖
縄
は
本
土
の
捨
て
石
に
さ

れ
、
米
軍
に
侵
略
さ
れ
る
一

方
、
日
本
軍
か
ら
も
虐
殺
や
集

団
自
決
を
さ
せ
ら
れ
大
変
な
犠

牲
を
強
い
ら
れ
た
。
戦
後
も
、

本
土
各
地
に
あ
っ
た
米
軍
基
地

が
住
民
闘
争
（
内
灘
闘
争
を
含

む
）
に
よ
っ
て
基
地
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
、
米
軍
の
施
政
権
下
に
あ
っ

た
沖
縄
に
集
め
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
今
の
沖
縄
本
島
の

18
・
４
％
が
米
軍
基
地
と
な
っ

た
の
だ
が
、
全
国
の
わ
ず
か

０
・
６
％
し
か
な
い
小
さ
な
県

土
に
、
全
国
の
米
軍
基
地
の

70
％
が
存
在
す
る
と
い
う
極
め

て
い
び
つ
な
構
造
が
出
来
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
戦
後
の
沖
縄
の
日
常

で
も
基
地
が
あ
る
が
ゆ
え
に
起

こ
る
様
々
な
問
題
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
。
殺
人
、
強
盗
、
強

姦
、
交
通
事
故
、
航
空
機
墜

落
、
騒
音
、
多
数
の
不
発
弾
処

理
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

ほ
ど
で
、
平
和
で
安
全
に
人
間

ら
し
く
生
き
る
権
利
が
侵
害
さ

れ
て
き
た
の
だ
。

毎
日
の
非
暴
力
の
た
た
か
い

瀬
長
和
男
さ
ん
は
辺
野
古
の

基
地
建
設
に
反
対
す
る
運
動
を

進
め
る
責
任
者
の
一
人
で
あ

り
、
一
昨
年
公
開
さ
れ
た
映
画

「
米
軍
が
最
も
恐
れ
た
男
～
そ

の
名
は
カ
メ
ジ
ロ
ー
」
の
主
人

公
で
あ
る
故
瀬
長
亀
次
郎
さ
ん

（
元
衆
議
院
議
員
）
の
お
孫
さ

ん
で
あ
る
。
瀬
長
さ
ん
か
ら

は
、
２
０
１
０
年
の
名
護
市
長

選
の
勝
利
と
そ
の
後
の
翁
長
知

事
の
誕
生
、
現
在
の
玉
城
知
事

の
誕
生
な
ど
、
保
守
系
と
革
新

系
が
力
を
合
わ
せ
た
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
の
た
た
か
い
に
つ
い

て
、
ま
た
、
青
年
層
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ
た
新
し
い

運
動
の
広
が
り
に
つ
い
て
報
告

し
て
い
た
だ
い
た
。

辺
野
古
で
展
開
さ
れ
る
反
対

運
動
は
、「
座
り
込
み
」
と
い
っ

た
徹
底
し
た
非
暴
力
の
た
た
か

い
で
あ
り
、
そ
れ
を
２
０
０
４

年
に
始
め
て
か
ら
毎
日
続
け
て

い
る
と
い
う
の
は
物
凄
い
こ
と

だ
と
思
う
。
政
府
は
日
米
安
全

保
障
条
約
を
盾
に
し
て
、
沖
縄

の
民
意
を
聞
こ
う
と
し
な
い
態

度
を
続
け
て
い
る
が
、
米
国
へ

の
忖
度
は
度
が
過
ぎ
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
？　

瀬
長
さ
ん
の
最

後
の
ス
ラ
イ
ド
に
は
、「
米
軍

基
地
の
集
中
す
る
沖
縄
だ
が
、

日
本
が
真
の
独
立
国
と
な
れ

ば
、
沖
縄
問
題
は
解
決
す
る
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ま

さ
に
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
日
本
全
体
の
問
題
、
私
た
ち

一
人
一
人
に
突
き
付
け
ら
れ
た

問
題
な
の
だ
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
質
疑
応
答
で
も

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
予
定

し
て
い
た
２
時
間
が
瞬
く
間
に

過
ぎ
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会

と
な
っ
た
。

第
45
回
定
期
総
会
記
念
講
演理

事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

沖
縄
の
問
題
は
私
た
ち
の
問
題

医
師
と
運
動
最
前
線
か
ら
の
報
告

食物アレルギー講演会 第２弾

食物アレルギー
家庭・園と学校・病院 それぞれのみかた 

～子どもたちのために 最善の道を探る～
2019年

午後2：00
　～4：00ごろ7/7［日］

ホテル金沢
２階 ダイヤモンド

講師 武石 大輔氏（城北病院 小児科） 

◆詳細は同封の案内チラシをご覧ください。 主催  石川県保険医協会

◆ 対象
興味のある方は
どなたでも 無料

申込み必要◆ 定員200人 

昨年１１月に開催して好評を博した武石大輔先生の食
物アレルギー講演会をもう一度開催します。食物アレル
ギー問題に直面している皆さんと、アレルギーについての
理解を深め、連携促進に役立てていただくために、今回は
少し視点を変えて企画してみました。

今回、講師の武石先生には、より身近な問題や疑問点、
相互理解が困難な事例などを分かりやすく解説していた
だきます。異なる立場の方々の現状や苦悩を知り、双方向
に意見交換ができる機会となることを願っています。奮っ
てご参加ください。  

～ご案内～

きょうされん結成４０周記念映画
映 画

夜明け前上映会
～呉秀三と無名の
　精神障害者の１００年～

５月２５日（土）
１４：２０上映

13:50～ 開場・受付
16:40 終演予定

石川県女性センター ホール
５００円

1918年当時、日本各地で行われていた私宅監
置（座敷牢）の実情を調査し、精神障害のある人の
窮状を明らかにした呉秀三の業績を伝えるドキュ
メンタリー映画。 

主催　映画「夜明け前」上映実行委員会
　　　きょうされん石川支部

［　　　　　］※障害のある方
　高校生以下は半額

詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

講師の仲里尚実先生講師の瀬長和男さん

80人が参加し、沖縄の現状について学んだ（3月24日・ホテル金沢）
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制
度
の
狭
間
を

埋
め
る

私
は
介
護
に
関
わ
る
仕
事

を
、
訪
問
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
デ
イ
ケ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
と
20
年
余

り
介
護
保
険
制
度
の
枠
の
中
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

経
験
か
ら
、
制
度
に
は
ま
ら
な

い
、
制
度
と
制
度
を
埋
め
る
よ

う
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
？
と

思
い
「
凪
の
い
え
」
を
始
め
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
方
の
最
期

の
時
に
寄
り
添
え
る
ヘ
ル
パ
ー

で
終
わ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

し
た
。

２
０
１
６
年
の
あ
る
日
の
夕

方
、
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
医
王
病
院
に
37
年
間
入
院
し

て
い
る
男
性
の
地
域
移
行
に
関

わ
っ
て
み
な
い
か
？
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
の
私
に

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
か

不
安
で
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず

古
込
さ
ん
に
会
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
連
載
の
前

回
ま
で
に
古
込
さ
ん
の
こ
と
は

詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
古
込
さ
ん
の
退
院
ま
で
の

こ
と
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

古
込
さ
ん
を
「
凪
の
い
え
」

に
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
金
沢

市
障
害
福
祉
課
か
ら
事
業
所
を

持
つ
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
医
療
行
為
の

で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。「
凪
の

い
え
」
で
は
、
古
込
さ
ん
が
退

院
し
て
「
凪
の
い
え
」
へ
い

ら
っ
し
ゃ
る
ま
で
に
３
名
が
東

京
で
特
定
の
ヘ
ル
パ
ー
と
な
る

た
め
３
号
研
修
を
受
講
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
３
名
が

大
阪
で
受
講
し
ま
し
た
。

医
療
行
為
が
で
き
る
ヘ
ル

パ
ー
の
研
修
に
は
、
１
号
・
２

号
・
３
号
が
あ
り
ま
す
。
１
号
・

２
号
研
修
は
不
特
定
の
者
に
医

療
行
為
が
で
き
、
都
道
府
県
が

年
に
１
～
２
度
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
管
カ
ニ
ュ
ー

レ
内
の
吸
痰
が
で
き
る
の
は
１

号
修
了
者
の
み
で
、
２
号
修
了

者
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
号
研
修

は
50
時
間
の
基
本
研
修
の
受
講

＋
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
だ
け
で
も
20

回
の
不
特
定
の
方
で
の
実
地
指

導
が
必
要
で
す
。
そ
の
上
、
人

工
呼
吸
器
装
着
時
の
喀
痰
吸
引

の
場
合
は
、
別
に
実
地
研
修
の

前
に
人
工
呼
吸
器
装
着
時
の
登

録
研
修
機
関
で
演
習
の
プ
ロ
セ

ス
評
価
が
必
要
で
す
。
登
録
機

関
は
静
岡
県
一
カ
所
し
か
な

く
、
現
実
的
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

石
川
県
で
も

３
号
研
修
受
講
可
能
に

３
号
研
修
は
９
時
間
の
基
本

研
修
＋
特
定
の
方
で
の
実
地
指

導
（
講
師
は
医
師
及
び
認
定
看

護
師
が
認
め
ら
れ
る
）
と
比
較

的
短
時
間
で
取
得
で
き
ま
す
。

石
川
県
で
３
号
研
修
の
受
講
機

会
を
増
や
す
た
め
、「
凪
の
い

え
」
は
事
業
所
指
定
を
取
り
、

昨
年
12
月
に
第
一
回
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

特
定
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
に
入

る
こ
と
が
前
提
の
研
修
な
の
で

す
が
、
実
地
指
導
を
基
本
研
修

終
了
後
一
カ
月
以
内
に
終
え
修

了
証
書
を
県
に
提
出
し
て
、
認

可
が
下
り
る
ま
で
サ
ー
ビ
ス
に

入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
県

へ
の
申
請
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
所
が
行
い
ま
す
。

「
凪
の
い
え
」
で
は
現
在
８

名
の
ヘ
ル
パ
ー
が
人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
て
い
る
方
の
気
管
カ

ニ
ュ
ー
レ
内
の
喀
痰
吸
引
及
び

胃
ろ
う
で
の
栄
養
・
服
薬
な
ど

の
医
療
行
為
を
含
む
重
度
訪
問

介
護
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
48

歳
・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
女

性
に
一
カ
月
７
４
４
時
間
を
上

限
に
ほ
ぼ
毎
日
24
時
間
入
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
医
療

行
為
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
増

え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
号
研
修
を
修
了
し
た
ヘ
ル

パ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
事
業
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
日
々
痛
感
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
重
度
訪
問
介
護
は
大
き

な
リ
ス
ク
を
伴
う
の
で
、
事
業

所
間
の
連
携
を
図
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
医
療
行
為
を
必

要
と
す
る
重
い
障
が
い
を
持
っ

た
と
し
て
も
、
安
心
し
て
地
域

で
普
通
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
微
力
な
が
ら
進
ん
で

い
き
ま
す
。
一
緒
に
歩
ん
で
い

た
だ
け
る
事
業
所
が
出
て
き
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
・
・
・
。

地域で
暮らすために
みんなで考える

シリーズ

西田 まち子（介護福祉士）

医
療
行
為
の
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
が
か
な
め

第3回
（全11回）

私
は
、『
福
祉
マ
ッ
プ
改

訂
第
８
版
』
の
制
作
時
に
イ

ラ
ス
ト
を
描
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
『
福

祉
マ
ッ
プ
』
と
は
何
か
し

ら
？
と
、
正
直
申
し
上
げ

て
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
イ
ラ
ス
ト
に
関

し
て
は
、
細
か
く
ご
希
望
を

い
た
だ
け
た
の
で
、
私
な
り

に
期
待
に
添
え
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
心
持
ち
と
し

て
は
「
福
祉
」
の
本
だ
し
、

「
暖
か
さ
」
の
よ
う
な
も
の

は
で
き
る
だ
け
絵
に
込
め
よ

う
と
思
い
な
が
ら
描
き
ま
し

た
。
次
に
第
９
版
に
も
新
た

に
イ
ラ
ス
ト
を
描
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は

ま
た
一
段
と
深
く
細
か
い
ご

希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
で
車
椅
子
を

使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の

ご
意
見
で
し
た
。
私
は
「
電

動
車
椅
子
っ
て
こ
う
い
う
所

に
操
縦
レ
バ
ー
が
付
い
て
い

る
ん
だ
」
と
か
「
小
型
リ
フ

ト
の
家
庭
用
っ
て
こ
ん
な
形

な
ん
だ
」と
か
思
い
な
が
ら
、

送
っ
て
い
た
だ
い
た
画
像
を

元
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。

私
は
、
今
は
『
福
祉
マ
ッ

プ
』
が
ど
う
い
う
本
な
の
か

わ
か
り
ま
す
。
こ
う
い
う
本

は
貴
重
で
す
ね
。
何
事
に
も

通
ず
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
や
っ
て

い
て
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
ら
パ

ワ
ー
は
豊
か
に
な
り
に
く
い

で
す
。
で
も
、
誰
か
が
一
つ
に

ま
と
め
て
あ
げ
る
と
物
事
は

個
々
の
相
乗
効
果
で
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
！
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
自
体
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
と
同
じ
よ
う

に
、
こ
の
本
を
作
っ
た
方
々
も

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
っ
て

素
敵
な
相
乗
効
果
で
こ
の
本

を
作
り
上
げ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
一
役
を
担
う
こ
と

が
で
き
て
、
私
は
光
栄
で
す
。

相
乗
効
果
で

        

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

第 4回

福
祉

ア
ッ
プ

『
福
祉
マ
ッ
プ
』で

か
る
べ  

め
ぐ
み
（
画
家
）

ひと目でわかる社会資源マップ

充実した医療・福祉制度解説

県内市町の福祉制度一覧

施設一覧

改訂第10版

ISBN978-4-89010-744-5

C2036 ¥2315E

定価（本体2,315円＋税）

改
訂
第
10
版

改訂第10版
医療、生活支援、
高齢者、障害のある
人、出産・子育て支
援、権利擁護などの
制度について、利用
者目線で分かりやすく
編集しました。
一目で分かりやす

いカラーマップも充
実。県内市町ごとの
医療・福祉制度の一
覧や福祉関連施設一
覧も掲載しています。

■定　価　2,500円（税込、送料別）
■体　裁　A4判、399ページ
■発行日　2019年3月11日
■発　行　石川県保険医協会

※主要書店・インターネット書店でも販売しています。
※会員の先生方には3月15日に１冊無料で送付しました。

ぽんすけの保険Q&ADr.
Q． ４月１日からベンゾジアゼピンを１年以上処方している人の処方料・処方箋料が減算になるっ

て聞いたけど本当？

A． ぽんすけ先生、それは2018年４月改定ですでに決まっていた取扱いのことですね。内容を今
一度おさらいしましょう。

不安もしくは不眠の症状がある患者に対し、ベンゾジアゼピン受容体作動薬を１年以上に
わたって同一成分を同一の１日あたり用量で連続して処方している場合に、処方料・処方箋料
が減算となります。2018年4月1日以降の処方が対象ですので、例えば、2018年4月1日か
ら2019年4月1日まで連続して処方している場合、2019年4月1日受診の処方料は減算とな
ります。 （『保険診療の手引2018年4月版』711ページ参照）

また、以下のいずれかに該当する場合は減算となりません。
①不安又は不眠に係る適切な研修を修了した医師の処方、②精神科薬物療法に係る適切な

研修を修了した医師の処方、③当該処方の直近１年以内に精神科の医師から助言を得てい
る

Q． 研修を受けたことはレセプトの摘要欄に書いた方がいいのかな？

A． 現時点（2019年4月8日）ではレセプト摘要欄への記載や、厚生局への報告などが必要との通
知は出されていませんので不要です。

精神科の医師から助言を受けた場合も、レセプト摘要欄記載などは特に求められていませ
ん。カルテには助言を受けた旨と助言の内容を書いておいてくださいね。

石 川 保 険 医 新 聞 第564号（5）2019年4月15日（毎月15日発行）



改定のポイント
その1

改定のポイント
その2

会員本人と配偶者の
加入限度額をアップします！

66歳から70歳までの
「継続加入者」の
加入限度額をアップします！

グループ保険

太陽－勧補－団－30－161

○普及にあたっては、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者（石川県保険医協会の共済普及担当者）がお伺いします。ご面談くださいますようお願いします。

○お問い合わせは…石川県保険医協会まで  TEL ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　

普及期間

更新日

会員本人の
加入限度額

2019年8月更新分より、制度を改定します！

死亡・高度障害状態を保障する大型生命保険

配偶者・こどもも併せて加入できます

会員だけの
団体定期保険
団体定期保険だから
掛金がお手頃！

5/13（月）～
6/14（金）
8/1（木）

現行では６６歳で継続可能な加入限度額１，０００万円に自動減額となりますが、
これを１，５００万円に引き上げます。それにより、保障額の落差が改善されます。
なお、71歳から75歳までの最高限度額は現行通り1,000万円のままとなります。

4,000万円（現行） 4,500万円に引き上げ
配偶者の
加入限度額 1,000万円（現行） 2,000万円に引き上げ

残されたご家族の
生活資金や教育資金を
準備することができます。

最高保障額4,500万円

団体定期保険に加入できるのは保険医協会の会員のメリットです。会員のメリットを是非享受してください。

※詳細につきましては
　パンフレットをご覧ください。

申込日現在、健康で正常に就業している2019年8月1日時点で65歳6ヵ月までの
保険医協会会員とその配偶者および2歳6ヵ月超22歳6ヵ月までの扶養する子ども。加入資格

グループ保険の特長!
①お手頃な掛金で大きな保障が得られます。
②医師の診査はなく、告知書扱いで65歳まで加入できます。
③保険金は一時金でも年金でも受け取れます。
④剰余金が生じた場合には、配当金として還元されます。

【お問い合わせ先】 性教協石川事務局　内藤
TEL・FAX 076-244-7828　 Eメール migikonaito@yahoo.co.jp
準備上出来るだけ5月18日（土）までに申込みをお願いいたします。

第3
第2
第1

多様な性で生きる私たち
障がい児・者の豊かな性と生
子ども・若者の声から考える性と性

13：3013：0012：0010：009：30 15：30
講演（4階大ホール）午後受付昼食（各自）分科会（3・4階各室）受付

金沢市本多町3丁目1番10号

2019年5月26日（日）日時

石川県社会福祉会館場所

日程

分科会

参加費

染矢明日香さん（NPO法人ピルコン理事長）【講師】

～性情報の海に沈まないチカラを育む
　これからのセクシュアリティ教育～

〝人間と性〟教育研究協議会石川支部

性教育を
グレードアップしよう!

～それぞれの自立と共生をめざして～
あなたらしく わたしらしく

石川セミナー第27回

一般 1,500円／性教協石川会員 1,000円／学生など 700円

［主催］ “人間と性” 教育研究協議会石川支部

テーマ

講 演
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子
ど
も
の「
不
慮
の
事
故
」

は「
予
防
可
能
な
傷
害
」

子
ど
も
の
年
齢
層
別
の
死
因

順
位
は
、
２
０
０
０
年
代
ま
で

は
「
不
慮
の
事
故
」
が
第
１
位

で
し
た
。
近
年
、
子
ど
も
の

「
事
故
予
防
」
へ
の
関
心
の
高

ま
り
も
あ
り
、
子
ど
も
の
「
不

慮
の
事
故
死
」
の
順
位
が
下

が
っ
て
い
ま
す
が
、
主
な
死
亡

原
因
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
（
下
表
）。
子
ど
も
の
「
不

慮
の
事
故
死
」
は
天
災
・
自
然

災
害
以
外
は
「
傷
害
に
よ
る
死

亡
」で
す
。
本
来
、「A

ccident

（
事
故
）」
と
は
予
測
不
能
な
事

象
に
よ
る
も
の
で
、「
傷
害
」

は
「Injury

（
傷
害
）：
予
防

可
能
な
日
常
的
な
事
象
に
よ
る

も
の
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
子

ど
も
の
「
事
故
予
防
」
と
は
、

「
予
防
可
能
な
傷
害
」
の
減
少

対
策
の
こ
と
で
、
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
日
頃
か

ら
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

事
故（
傷
害
）が
起
こ
る
場

所
は
家
庭
内
が
多
い

石
川
県
で
は
「
こ
ど
も
セ
ー

フ
テ
ィ
事
故
発
生
動
向
調
査
」

を
行
っ
て
、
県
内
の
10
医
療
機

関
を
定
点
と
し
て
、
乳
幼
児
の

事
故
の
発
生
状
況
や
原
因
の
実

態
を
調
査
収
集
、
予
防
啓
発

を
し
て
き
ま
し
た
（
図
）。
平

成
22
年
の
調
査
で

は
、
乳
幼
児
の
事

故
（
傷
害
）
は
、

①
曜
日
は
土
・
日

に
多
い
、
②
時
刻

は
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
多
い
、
③

年
齢
は
１
歳
が
最

も
多
く
、
次
い
で

２
歳
、
以
後
年
齢

と
共
に
減
少
、
④

起
こ
る
場
所
は
家

庭
内
、
特
に
居
間

で
多
い
、
⑤
原
因

と
し
て
は
落
ち

る
、
転
ぶ
が
多

く
、
⑥
診
断
と
し

て
は
擦
過
傷
、
捻

挫
、
打
撲
が
多

い
、
⑦
軽
症
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
骨

折
や
頭
蓋
内
損
傷

な
ど
の
重
症
も
あ

る
、
⑧
０
歳
時
で

は
、
転
落
の
ほ

か
、
や
け
ど
や
誤
飲
が
目
立
つ

こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

事
故（
傷
害
）予
防
は
子
ど

も
の
発
達
を
考
え
て

傷
害
に
対
す
る
あ
る
程
度
の

応
急
処
置
を
知
っ
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
や
は
り
普
段

か
ら
事
故
（
傷
害
）
予
防
に
心

が
け
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

す
。
子
ど
も
の
事
故
（
傷
害
）

は
強
く
子
ど
も
の
発
達
と
関
連

し
ま
す
。
４
カ
月
ま
で
の
乳
児

は
寝
返
り
も
で
き
ず
、
手
も
う

ま
く
使
え
な
い
の
で
、
吐
い
た

も
の
や
袋
な
ど
で
窒
息
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
４
～
７
カ
月
で

は
寝
返
り
や
手
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の

転
落
や
小
さ
な
物
の
誤
飲
・
誤

嚥
、
窒
息
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
１
歳
ご
ろ
に
な
る
と
移
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

階
段
・
イ
ス
か
ら
の
転
落
や
浴

槽
で
の
溺
水
が
、
さ
ら
に
大
き

く
な
る
と
屋
外
の
遊
具
で
の
ケ

ガ
や
道
路
で
の
交
通
事
故
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
と
高

齢
者
に
事
故
（
傷
害
）
が
多
い

の
は
、
子
ど
も
は
昨
日
ま
で
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
高

齢
者
は
昨
日
ま
で
で
き
た
こ
と

が
、
今
日
で
き
な
く
な
っ
た
か

ら
！
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
の
対
策
が
重
要
で
す
。

「
ち
ゃ
ん
と
あ
な
た
が
見
て

い
な
い
か
ら
！
」
と
い
っ
て
責

任
を
押
し
付
け
あ
う
ご
両
親
を

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
事
故

（
傷
害
）
は
一
瞬
に
し
て
起
こ

り
ま
す
。
事
故
は
見
て
い
る
前

で
も
起
こ
り
、
防
ぐ
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
手
の
届
く
所
に
タ
バ
コ
や
薬

な
ど
を
置
か
な
い
、
階
段
に
柵

を
設
け
る
、
浴
槽
に
水
を
貯
め

て
お
か
な
い
な
ど
の
対
策
が
必

要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
す
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
事
故

（
傷
害
）
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

参
考
：
日
本
小
児
科
学
会
編
「
子

ど
も
の
事
故
と
対
策
」　https://

w
w
w
.jpeds.or.jp/uploads/

files/jikotaisaku.pdf

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第35回》

久
保

　実
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

子
ど
も
の

事
故（
傷
害
）予
防

なんでも学術!
なんでも回答?よろず勉強会よろず勉強会 第二巻 あなたのその風邪薬に

根拠はありますか？
2019年５月25日 17:30～19:00土
石川県地場産業振興センター
本館３階・第６研修室
●医療関係職などどなたでも（参加費無料、定員50人） 

第三巻 経口ペニシリン系抗菌薬という名の
武器の使い方

2019年6月29日 17:30～19:00土
石川県地場産業振興センター
本館３階・第4研修室
●医療関係職などどなたでも（参加費無料、定員65人） 

感染症QUBEQuattro Base Equipment

こどもとおとなの外来感染症入門塾 
加賀市医療センター 感染制御・抗菌薬適正使用指導顧問医
感染症倶楽部シリーズ 統括代表

永田 理希先生 ながたクリニック 院長講師

主催 石川県保険医協会／学術・保険部◆詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

保険医年金の新規加入・増口をお考えの先
生は、協会事務局までお問い合わせください。
パンフレット等を送付いたします。

加入チャンスは年2回です!

保険医年金

1．259％（2019年1月1日現在）

2019年4月1日（月）～5月25日（土）
前半期受付期間

普及開始！

加 入 日

2019年9月1日（日）
予 定 利 率予 定 利 率

突然のケガ・病気の備えに…

保険医休業保障共済保険
申込取扱い期間

加入申込資格

2019年4月1日（月）
　　　　　～5月25日（土）

（加入日  2019年8月1日（木））

次のいずれも該当する方
①加入日現在健康でひとつの主たる医療

機関等で週４日以上かつ週16時間以
上業務に従事している方

②59歳（1960年2月2日以降に生まれた
方）までの保険医協会会員で、約款に
同意できる方

●給付は長期（最長で730日）、免責は短期（５日間）
傷病休業給付金の給付期間500日を超えて連続して休業された場合は、長期
療養給付金が最長230日給付されます。

●掛金は加入時のまま満期まで変わりません。

●自宅療養でも、代診をおいても給付できます。
●掛け捨てではありません。脱退給付金が支払われます。

加入年齢 ～29歳

2,500円 2,800円 3,000円 3,300円 3,700円1口

30～39歳 40～49歳 50～54歳 55～59歳

給付額
1口当たり 入院1日

（通算500日まで）
8,000円 自宅1日 6,000円

問い合わせ・申し込みは、石川県保険医協会まで 電話 076(222)5373 ＦＡＸ 076(231)5156
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ペーパーレスなポータブル心電図計

師長	「先生!大変です!
	 		心電図計が動きません!」
院長	「なぬ!ほんまか?
	   ついに…20年モノやからな…」
師長	「これを機会に新調しましょうよ」
院長	「うむ…わかった…
	 		しかし、今年度は予算がない!」
師長	「先生!心電図計がないと住民健診

ができませんよ」
院長	「むむむむ…困ったなぁ。去年は他の設備投資がかなりかかった

し…」
師長	「設備投資って…あの赤いアウディのことですか?」
院長	「!?と、とにかく中古でもなんでも、安いやつを探してみるから…」

院長	「これかい?…心電図計なんか?」	
K君	「	本体です。コード類、モニターなんかとツナぐ

とこんな感じになります!」

― 2日後―
師長	「先生、H社のK君が面談に来ました」
K君	「先生、お久しぶりっす」
院長	「さっそくだが…電話で話した通り

だ!良い出モノはあったか?」
K君	「一つだけありました!先生の条件

は…」
院長	「そう。安くて、使いやすくて、でき

ればペーパーレスのヤツ!」
K君	「ペーパーレスって言いますけど…従来型だったらプラス50万で

すよ」
院長	「わかった、わかった。で、どんなん持ってきたんや…」

院長	「	こりゃあ!すごい!心電図のデー
タベースとしても使いやすい!」

K君	「クラウド化されてるので、スマ
ホ、タブレットなどで共有も可能
です」

院長	「おお!そんならこの心電図計専用
のタブレットが必要になるな!!」

師長	「新しいタブレット…院長、まさか
本当に欲しいのはソッチなん
ぢゃ…」

院長	「…（キラリ!）」

院長	「	ほぉ!こりゃコンパクト!な
るほど!モニターはタブ
レットなのか!」	

K君	「データを本体からWi-Fi経
由で直接飛ばしてます」

師長	「あのバカでかい心電図計が
こんなに小さく!」

K君	「従来型は印刷機能でスペー
スを食いますから。ペーパーレス化の恩恵大です」

院長	「	タブレットでこんな風に見れるんだ…見や
すいな」	

K君	「	専用アプリをインストールするだけです。
判読ソフトも込みです!」	

院長	「それは…すごい!!」	

イジMONO通信
投稿募集

診療に役立つモノ・工夫についてぜひお寄せください!投稿は会員のほか、会員医療機関スタッフでもOK。原稿の場合は600字以内、
写真・イラストでの投稿も大歓迎です。自分で書けるかな…という方は情報提供いただければ、編集部で記事にします。

石川県保険医協会編集部　メール ishikawa-hok@doc-net.or.jp　FAX 076（231）5156

石
川
県
保
険
医
協
会
の
活

動
の
一
つ
に
、「
人
権
を
守

る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

石
川
保
険
医
新
聞
を
見
て

も
、「
人
権
を
守
る
」
と
い

う
観
点
の
記
事
が
毎
月
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ

「
憲
法
を
生
き
る
」
を
始
め
、

「
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
み

ん
な
で
考
え
る
」
な
ど
も
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の

人
権
を
ど
う
守
る
か
が
そ
の

根
底
に
あ
る
。
保
険
医
協
会

の
代
々
の
会
長
や
事
務
局
長

は
人
権
へ
の
意
識
が
高
い
、

傍
で
見
て
い
て
そ
う
思
わ
さ

れ
る
。
な
ぜ
か
？　

そ
の
答

え
の
一
つ
は
、
こ
の
石
川
県

で
１
９
８
６
年
に
発
足
し
た

「
医
療
・
福
祉
問
題
研
究
会
」

が
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
。
こ
の

会
は
、
県
内
の
医
師
や
保
健

師
に
加
え
、
法
学
や
経
済
学

な
ど
を
研
究
す
る
大
学
教

員
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
幅
広
い
人
材
が
集
ま

り
、
研
究
・
研
鑽
を
積
み
重

ね
て
き
た
。
そ
の
会
が

２
０
１
６
年
に
発
足
30
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
こ

の
『
医
療
・
福
祉
と
人

権 

─ 

地
域
か
ら
の
発
信
』

（
旬
報
社
）
が
出
版
さ
れ
た
。

４
０
０
ペ
ー
ジ
近
く
に
も
及

ぶ
膨
大
な
中
身
な
の
だ
が
、

読
ん
で
い
く
と
様
々
な
こ
と

を
学
ん
だ
。

こ
の
会
で
主
務
的
な
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
井
上
英

夫
さ
ん
（
金
沢
大
学
名
誉
教

授
）
や
横
山
壽
一
さ
ん
（
佛

教
大
学
教
授
）、
莇
昭
三
さ

ん
（
城
北
病
院
医
師
）
の
論

文
を
は
じ
め
、
貧
困
に
苦
し

む
住
民
に
寄
り
添
い
農
村
医

学
か
ら
地
域
の
総
合
病
院
へ

と
発
展
さ
せ
た
佐
久
総
合
病

院
の
故
若
月
俊
一
さ
ん
の
講

演
録
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
で

そ
の
人
権
の
回
復
や
国
の
責

任
追
及
に
尽
力
さ
れ
た
故
谺

雄
二
さ
ん
の
講
演
録
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、「
医
療
・
福

祉
問
題
研
究
会
」
独
自
の
活

動
と
し
て
、「
珠
洲
市
日
置

地
区
住
民
の
医
療
・
福
祉
実

態
調
査
報
告
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
能
登
半
島
の
最
先
端
に

位
置
し
、
交
通
事
情
が
悪
く

医
療
機
関
か
ら
は
遠
く
離

れ
、
当
時
か
ら
高
齢
化
が
進

ん
で
い
た
同
地
域
で
、
県
が

進
め
る
地
域
医
療
計
画
が
発

表
さ
れ
た
後
に
、
地
域
住
民

の
不
安
や
実
態
な
ど
を
詳
細

に
聞
き
取
り
調
査
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
諸
外
国
、

こ
の
本
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
中
国
の
社
会
福
祉
制
度
の

現
状
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、

医
療
や
社
会
福
祉
に
つ
い
て

学
び
の
多
い
本
で
あ
る
。
ぜ

ひ
、
ご
一
読
を
お
勧
め

す
る
。

1

3

4
2

『医療・福祉と人権
 地域からの発信』

斉藤　典才（金沢市・外科）

書評

※詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

●体裁／A5版、399ページ ●発行日／2018年12
月25日 ●編著／医療・福祉問題研究会 ●発行／旬
報社 ●定価／6,000円（税別）

ツエーゲン金沢
観戦ツアー

試合日時

６月２２日（土）
１８時キックオフ

※試合前にツエーゲン金沢クラブスタッフに
よるスタジアムツアーも行います。

対戦相手

アルビレックス新潟
会　　場

石川県西部緑地公園
陸上競技場

席　　料
会員特価

メインＳ自由席 ２，０００円
（通常…前売り 3,000円、当日 3,500円）

※未就学児は大人 1人につき 1名無料。
ただし、座席の利用はご遠慮ください。

参加対象
石川県保険医協会会員
および会員のご家族・

スタッフ

主催  石川県保険医協会
 詳細は同封の案内チラシをご覧ください。
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3 月 6 日の中医協総会において、2020年診療報酬改定に向けた検討の進め方
と検討スケジュールの提案があった。先月号でも紹介した通り、この間の中医
協においては、今年10月に予定されている消費税増税への対応のための臨時改
定に係る議論が行われており、通常の改定に向けた議論は例年より遅れてい
た。事実上、この日から来年の改定に向けた議論が始まったといえる。

改定スケジュールは従前通り
3 月 6 日の中医協では、①前回改定の附帯決議を踏まえて各専門委員会での

議論を進めていくこと、総会では②夏までに第 1 ラウンドの議論を終了し「意
見の整理」をとりまとめること、③秋から年末にかけて第 2 ラウンドの議論を
行うこと、そして、④年が明けてから諮問・答申という、ほぼ従前通りのスケ
ジュールが提案されている。

注目される「年代別」「政策課題別」論点整理
より具体的な検討方法については、 3 月27日の中医協総会で示されている。

この日に示された「医療提供体制を取りまく現状等について」「改定に向けた
検討項目と進め方」において、これまでの改定を巡る議論にはなかった新たな
手法が提起されており注目される。すなわち、春から夏までの第 1 ラウンドの
議論において、従来の「外来」「入院」「歯科」「調剤」といった個別テーマに
分けて検討するという方法をとらず、医科・歯科・調剤・看護等の課題につい
て横断的に議論するというのである。その横断的な議論においては、大きく次
の 2 つの区分 ─ ①患者の疾病構造や受療行動等を意識しつつ、年代別に課題
を整理、②昨今の医療と関連性の高いテーマについて課題を整理 ─ で論点を
整理するとしている。なお、秋以降の第 2 ラウンドでは、従来通り「外来」「入
院」「歯科」等のテーマごとに具体的な改定内容を検討することになる。

ところで、上記①の「年代別整理」については、現政権の社会保障改革に対
するキーワードである「全世代型社会保障」を意識したものと言うことができ
る。本連載でも再三にわたり指摘しているが、いわゆる「社会保障・税一体改
革」の基本指針である「社会保障制度改革国民会議報告書」（2013年 8 月）に
おいて、すでに「全世代型社会保障」は提起されており、それはその後の一連
の改革法において、高齢者に対する社会保障給付削減の理由付けに使われてき
た。また、昨年の内閣改造で「全世代型社会保障改革担当大臣」が任命された
が、総理からの担当大臣に対する指示は、「年金受給開始年齢の延長と高齢期
の雇用の確保」であり、その意味するところは社会保障給付の支え手としての
高齢者観の表れであった。もとより社会保障はニーズのあるすべての人を対象
にするものであり、あえて「世代」で区切る必要はない。今回提起されている
年代ごとの議論において、現政権が掲げる「全世代型」が意味するもの、すな
わち「初めに高齢者医療削減ありき」という結論にならないか注視しなければ
ならない。そして、年代ごとに個別の課題を整理するのは、あくまでもすべて
の世代の一人ひとりの患者の医療ニーズを満たすためという観点からの前向き
の議論を期待したい。

②については、中医協が示した論点整理では、下に示した通り「かかりつけ
医機能」「医師の働き方改革」「地域医療構想」「地域包括ケアシステム」「ICT」

「データヘルス」など、現在各審議会において議論が進行中の政策的課題が網
羅されている。患者一人ひとりの医療ニーズを満たす水準の確保という本来の
診療報酬の目的が後景に追いやられ、政策課題解決のための誘導的要素がます
ます濃くなっていくことが危惧されるところである。

<医療提供体制を取りまく現状等について>（3月27日中医協資料抜粋）

<2020年度診療報酬改定に向けた検討項目と進め方について>（3月27日中医
協資料抜粋）

【検討の視点】
・ 疾病構造の変化やさらなる高齢化社会の進展など、わが国の医療を取り巻く状況

は変化してきている。質の高い医療を患者に提供する体制の構築に向け、これま
でも診療報酬改定に取り組んできた。

・ 他方、2020年度改定に向けた検討にあたっては、従来の「入院・外来」といった
枠組み以外で、例えば患者の年代に目を向け、医療提供にあたって患者の抱える
課題を整理し、新たな視点を加えつつ網羅的に議論することにより、これまでの
診療報酬改定の取り組みを一層強化できる可能性が考えられる。

【検討の方向性】
・ 2020年度の診療報酬改定に向けた検討においては、春から夏までの 1 ラウンドに

おいては、報酬の項目にとらわれすぎない活発な議論を促進する観点から、
①  患者の疾病構造や受療行動等を意識しつつ、年代別に課題を整理
②  昨今の医療と関連性の高いテーマについて課題を整理
を行うことを基本としてはどうか。

【議論における主なテーマ】
①  患者の疾病構造や受療行動等を意識しつつ、年代別に課題を整理

ア  周産期・乳幼児期（妊娠から出産、新生児、乳幼児）
・  周産期医療体制の確保
・  偶発合併症を有する妊婦の診療体制
・  ハイリスク妊婦の診療体制
・  新生児やNICUを退院した児に対する診療体制　など

イ  学童期・思春期（就学前、小学生、中学生、高校生、大学生等）
・  予防接種の拡充や少子化による、外来医療・入院医療の変化を踏まえた診

療体制
・  小学生期以降におけるかかりつけ医機能の在り方
・  思春期におけるメンタルヘルス対策　など

ウ  青年期・壮年期・中年期（20代〜30代、40代〜60代）
・  仕事との両立のための産業保健との連携
・  生活習慣病に対する継続的な管理
・  生活習慣病以外の疾患の管理　など

エ  高齢期
・  増加する認知症への対応
・  重症度や居住形態を踏まえた更なる医療体制の構築
・  フレイル等患者の特性に応じた取組　など

オ  人生の最終段階
・  人生の最終段階における多職種による医療・ケアの取組
・  意思決定の支援（人生会議（ACP）等）の普及・定着に向けた取組　

など
②  昨今の医療と関連性の高いテーマについて課題を整理

ア  患者・国民に身近な医療の在り方
・  患者にとって必要な情報提供や相談支援の在り方（診療計画書、明細

書等）
・  かかりつけ医機能とかかりつけ薬剤師・薬局機能の連携
・  紹介状なしの大病院受診時の定額負担　など

イ  働き方改革と医療の在り方
・  医師等の働き方の見直しを踏まえた対応
・  業務の効率化の観点を踏まえた医師・看護師等の外来等の配置基準の在

り方
・  タスクシフト、タスクシェアの推進、チーム医療の推進等に係る取組　

など
ウ  今後の地域づくり・街づくりにおける医療の在り方

・  今後の人口減少社会における医療体制の確保
・  地域医療構想の達成に向けた取組
・  医療機能の分化・連携、患者の状態に応じた取組
・  外来診療の提供体制
・  地域包括ケアシステムの構築に向けた取組
・  救急医療・災害医療・へき地医療対策等の評価　など

エ  新たなエビデンスやICT技術を踏まえた医療の在り方
・  新規医療技術への対応
・  新たなエビデンスを踏まえた医療の質の確保（診療ガイドライン、既収載

の技術等の見直し等）
・  医療の質を高める研究の推進
・  ICTやデータヘルスの利活用　など

オ  介護・障害者福祉サービス等と医療との連携の在り方
・  地域包括ケアシステムの構築に向けた介護サービスとの連携
・  地域移行・地域生活支援の推進
・  様々な依存症対策への対応　など

カ  医薬品・医療機器等の適正な利用の在り方
・  多剤投与、重複処方等への対応
・  後発医薬品の使用促進
・  フォーミュラリー等への対応
・  高額医療機器の共同利用の推進　など

事務局長　工藤　浩司
速報 中・医・協・資・料 2020年度診療報酬改定に向けた検討課題が明らかに

─注目される「年代別」の課題整理

なお、秋からの 2 ラウンドについては、概ね従前のような、外来・入院・在宅・
歯科・調剤といった個別テーマに分けて、これまでの診療報酬改定での検討項目、
平成30年度診療報酬改定に係る答申書附帯意見、他の審議会等の議論等を踏まえ
た、具体的な診療報酬における評価に向けた検討を進めることとしてはどうか。
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原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

河野　晃（金沢市・小児科）

でめぐる世界
全３回シリーズ

ボルチモアに寄港 原爆投下した「エノラ・ゲイ」を見学第2回

5
月
31
日
、
飛
鳥
Ⅱ
は
ボ
ル

チ
モ
ア
に
寄
港
し
ま
し
た
。
ボ

ル
チ
モ
ア
に
は
天
然
の
良
港
が

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
古
い
歴

史
が
あ
る
町
で
す
。
１
８
１
２

年
の
米
英
戦
争
中
に
イ
ギ
リ
ス

艦
隊
か
ら
の
激
し
い
攻
撃
に
耐

え
抜
い
た
マ
ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
要

塞
が
有
名
で
す
。
米
国
国
歌
の

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、

後
に
悲
惨
な
南
北
戦
争
（the 

Civil W
ar

）の
舞
台
に
も
な
っ

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
ツ
ア
ー
で
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
は

旧
式
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
な

く
、
自
動
車
専
用
道
路
を
高
速

で
走
る
の
で
す
が
、
車
間
距
離

は
短
く
、
渋
滞
も
あ
り
、
急
な

割
り
込
み
を
す
る
車
も
あ
っ
て

ア
バ
ウ
ト
な
感
じ
で
す
。

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
の
一

部
で
あ
る
国
立
航
空
宇
宙
博
物

館
及
び
そ
の
別
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
別
館
で
は
、
１
９
４
５

年
８
月
６
日
に
広
島
に
原
爆
を

投
下
し
た
Ｂ
29
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ

イ
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
Ｂ
29
は
戦
闘
員
が
配
置

さ
れ
る
区
画
が
与
圧
さ
れ
て
、

高
々
度
を
飛
行
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
最
初
の
爆
撃
機
で

す
。
爆
弾
、
焼
夷
弾
、
水
雷
な

ど
を
搭
載
で
き
、
気
象
観
測
で

も
活
躍
し
た
と
の
説
明
が
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
爆
投
下
に
よ
っ

て
広
島
市
民
十
数
万
人
が
瞬
時

に
死
傷
し
、
市
街
は
爆
風
と
火

災
で
全
滅
し
、
放
射
線
被
曝
も

甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
書
か
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
前
、

そ
の
よ
う
な
記
載
を
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
た
と
こ
ろ
「
反
米

的
だ
」
と
の
強
い
抗
議
が
米
国

内
で
巻
き
起
こ
り
、
博
物
館
長

が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
る
事
態

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

日
本
軍
関
係
で
は
、「
零
戦
」

や
人
間
ミ
サ
イ
ル
の
「
桜
花
」、

パ
ナ
マ
運
河
爆
撃
を
目
指
し

た
「
晴
嵐
」
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。「
晴
嵐
」
を
潜
水
艦

に
搭
載
し
て
目
標
近
く
ま
で
潜

行
運
搬
し
、
浮
上
し
て
短
時
間

で
組
み
立
て
て
出
撃
す
る
と
い

う
画
期
的
な
発

想
で
あ
っ
た
と

記
述
し
て
あ
り

ま
し
た
。
戦
中

戦
後
を
通
じ
て

捕
獲
回
収
し
た

も
の
を
補
修

し
て
展
示
し
て

い
る
の
だ
そ
う

で
す
。

本
館
で
は
、

ラ
イ
ト
兄
弟
の

飛
行
機
や
日
本

の
零
戦
も
展
示

会員リレーエッセー� ◆◆235◆◆

小
生
は
50
歳
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
再
開
し
た
ビ
ギ
ナ
ー

で
あ
る
。
こ
ん
な
ビ
ギ
ナ
ー
の
何
が
気
に
入
っ
た
か
、
あ
る

作
曲
家
の
先
生
が
三
つ
の
曲
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
最
初

は
、
２
０
１
０
年
に
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
の
お
二
人
（
ビ
オ

ラ
と
ピ
ア
ノ
）
を
含
め
た
ト
リ
オ
の
た
め
の
曲
。
四
楽
章
か

ら
成
る
曲
を
小
分
け
に
一
つ
ず
つ
、
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
や

保
険
医
協
会
の
ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー

ト
で
披
露
し
た
。
先
生
は
毎
回
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
曰

く
「
当
初
、
技
量
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
易
し
く
書
い

た
」
と
。
し
か
し
、
後
に
手
直
し
さ
れ
た
第
三
楽
章
は
、
相

当
ハ
イ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
上
手
か
下
手
か
は
別
と
し
て
、
必

ず
人
前
で
発
表
し
た
の
で
、
先
生
も
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

２
０
１
６
年
に
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏
曲
第
二
番
を
頂

い
た
。
曲
名
は
何
と
顔
か
ら
火
が
出
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
「
小

川
滋
彦
先
生
の
た
め
に
」。
先
生
の
ご
自
宅
で
近
所
の
ご
友

人
を
集
め
た
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
初
演
し
た
（「
小
川
滋

彦
」
をY

ouT
ube

で
ご
検
索
を
）。
協
奏
曲
と
は
本
来
、
独

奏
楽
器
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
伴
奏
す
る
も
の
だ
が
、
今
回
は

ピ
ア
ノ
伴
奏
版
で
演
奏
し
た
。
20
分
間
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
休

み
な
く
吹
き
続
け
、
さ
ら
に
カ
デ
ン
ツ
ァ
（
ソ
ロ
の
腕
前
を

披
露
す
る
部
分
）
が
し
っ
か
り
あ
る
大
作
で
、
こ
の
演
奏
を

大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
実
は
こ
の
頃
か
ら
全
身
性
疾
患

を
患
っ
て
お
ら
れ
た
の
だ
が
、
小
生
が
「
先
の
第
一
番
は
ど

ん
な
曲
で
す
か
」
と
お
尋
ね
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
十
年

前
に
作
曲
さ
れ
た
第
一
協
奏
曲
の
全
面
改
訂
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
版
は
入
院
前
に
完

成
し
楽
譜
を
頂
戴
し
た
が
、
病
状
が
芳
し
く
な
い
と
知
り
、

「
実
際
の
音
を
聴
い
て
い
た
だ
こ
う
」
と
病
院
の
ご
厚
意
で

講
堂
の
ピ
ア
ノ
を
借
り
て
、
レ
ッ
ス
ン
を
付
け
て
い
た
だ
い

た
。
こ
の
全
面
改
訂
版
は
、
演
奏
時
間
40
分
の
超
大
作
で
、

し
か
も
本
当
に
美
し
い
。
先
生
は
こ
の
時
の
演
奏
を
た
い
そ

う
気
に
入
っ
て
、
病
床
で
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

掛
か
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、「
最
期
の
レ
ッ
ス
ン
」
の
一

カ
月
後
、
第
一
楽
章
カ
デ
ン
ツ
ァ
の
手
前
で
絶
筆
と
な
っ

た
。
こ
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
、
ご
親
族
と
ご
く
親

し
い
方
々
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
こ
の
曲

の
初
演
を
終
え
て
い
る
は
ず
。Y

ouT
ube

に
上
げ
る
予
定

で
あ
る
。

最
期
の
レ
ッ
ス
ン

小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

戦
闘
機
、
爆
撃
機
、
宇
宙
船
な

ど
の
技
術
開
発
の
進
展
が
目
覚

ま
し
く
、
性
能
が
い
か
に
進
歩

し
た
か
を
誇
示
す
る
よ
う
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人

で
最
初
に
宇
宙
飛
行
を
し
た
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
秋
山
豊
寛

氏
の
署
名
が
書
か
れ
た
ソ
連
の

宇
宙
船
「
ソ
ユ
ー
ズ
」
の
帰
還

カ
プ
セ
ル
も
展
示
し
て
あ
り
ま

し
た
。
開
発
費
用
に
莫
大
な
予

算
を
要
し
た
こ
と
や
、
戦
闘
や

爆
撃
で
ど
れ
だ
け
の
人
命
が
失

わ
れ
た
か
な
ど
の
記
述
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
同
様
に
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
も
、
日
本
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
ブ
ラ
ン
ド
の
乗

用
車
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
近
郊
に
住
む
日
本

人
ガ
イ
ド
の
方
に
、「
米
国
人

が
米
国
製
乗
用
車
を
も
っ
と
買

え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
困

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
「
車
を
買
う
に

は
高
額
な
金
が
必
要
な
の
で
、

消
費
者
は
性
能
が
良
く
、
故
障

が
少
な
い
と
い
う
評
判
の
車
を

選
ぶ
よ
う
で
す
」
と
の
答
え
で

し
た
。

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　（５分で１、２級以上）
〈ヒント〉 好手順の攻めで白の
 眼形を奪います。

〈ヒント〉馬の守りに注意。
 （10分で２級）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

初級編 初級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独3 6
8 1 □
2 6 5

2 7 3 5
1 □ 5 8 3
6 1 7 8
1 8 3
2 7
4 9

広島に原爆を投下したB29「エノラ・ゲイ」。ピカピカに磨かれている

潜水艦で潜航運搬するために製造された日本海軍機
「晴嵐」。パナマ運河爆撃が計画された
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